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は種前・殺虫剤

1A オキサミル バイデートＬ粒剤(劇) ○ ○

1B ダイアジノン ダイアジノン粒剤５ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

育苗期・殺虫剤

1A オキサミル バイデートＬ粒剤(劇) ○ ○

4A ジノテフラン
スタークル粒剤
アルバリン粒剤 ※

※ワタアブラムシで適
用。ミツバチに対して影
響あり

23 スピロテトラマト モベントフロアブル ○ ○ ○ ○
育苗期後半～定植当
日。マルハナバチに対し
て影響あり

アセタミプリド・シアントラ
ニリプロール

アベイル粒剤 ○ ○ ○ 育苗期後半～定植当日

シアントラニリプロール・
チアメトキサム

ミネクトデュオ粒剤 ○ ○ ○
鉢上げ時～育苗期後半。
ミツバチ及びマルハナバ
チ等に対して影響あり

シアントラニリプロール ベリマークSC ○ ○ ○ 育苗期後半～定植当日

テトラニリプロール ヨーバルフロアブル ○ ○ ○
育苗期後半～定植当日
ミツバチに対して影響あ
り。

定植前・殺虫剤

1A オキサミル バイデートＬ粒剤(劇) ○ ○

イミシアホス ネマキック粒剤 ○

ホスチアゼート ネマトリンエース粒剤 ○

定植時・殺虫剤

1B ダイアジノン ダイアジノン粒剤５ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

チアメトキサム アクタラ粒剤５ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

ジノテフラン
スタークル粒剤
アルバリン粒剤 ※

※ワタアブラムシで適
用。ミツバチに対して影
響あり

クロチアニジン ダントツ粒剤 ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

アセタミプリド モスピラン粒剤 ○

4A
28

シアントラニリプロール・
チアメトキサム

ミネクトデュオ粒剤 ○

4A
28

1B

28

4A
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定植後・殺菌剤

チオファネートメチル トップジンＭペースト ○

主茎の基部(地際から10
～20㎝)や病かん部を削
り乾燥させ、1週間間隔で
2～3回原液をそのままハ
ケで塗布する。

チオファネートメチル トップジンＭ水和剤 ○ ○

ベノミル ベンレート水和剤 ○ ○ ○

10
1

ジエトフェンカルブ・ベノミ
ル

ニマイバー水和剤 ○ ○ ○ ○

2 プロシミドン スミレックス水和剤 ○ ○

ハクサイ、ダイコン、ストッ
クには薬害を生じる恐れ
があるので付近にある場
合は注意する。

ジフェノコナゾール スコア顆粒水和剤 ○ ○ ○

トリフルミゾール トリフミン水和剤 ○ ○

幼苗期に高濃度で散布
すると濃緑化症状が生じ
ることがあるので、幼苗
期には所定範囲内の抵
濃度で使用する。

4
M05

メタラキシルＭ・ＴＰＮ フォリオゴールド  ○ ○ ○

M03
4

UN マンゼブ・メタラキシルM リドミルゴールドMZ ○

ペンチオピラド アフェットフロアブル ○ ○ ○

ピラジフルミド パレード20フロアブル ○ ○ ○

イソフェタミド ケンジャフロアブル ○ ○

7
9

ペンチオピラド・メパニピ
リム

ピカットフロアブル ○ ○

11
7

ピラクロストロビン・ボス
カリド

シグナムWDG ○ ○ ○ ○ ○
蚕に対して影響があるの
で周辺の桑葉にはかから
ないようにする。

7
M05

ペンチオピラド・ＴＰＮ ベジセイバー ○ ○ ○ ○

9 メパニピリム フルピカフロアブル ○

アゾキシストロビン アミスター２０フロアブル ○ ○
薬害を生じやすいので注
意事項を厳守する。

クレソキシムメチル ストロビーフロアブル ○ ○ ○

浸透性を高める効果のあ
る展着剤を混用すると、
薬害を生じる場合がある
ので事前に混用の適否
を確認する。

マンデストロビン スクレアフロアブル ○ ○ ○

11
M05

アゾキシストロビン・ＴＰＮ
アミスターオプティフロア
ブル  ○ ○ ○ ○ ○

12 フルジオキソニル セイビアーフロアブル２０ ○ ○

7

3

1

11
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19 ポリオキシン ポリオキシンＡＬ水溶剤 ○ ○

21 シアゾファミド ランマンフロアブル ○

27
40

シモキサニル・ベンチア
バリカルブイソプロピル

ベトファイター顆粒水和
剤 ○

27
M03

UN シモキサニル・マンゼブ カーゼートＰＺ水和剤 ○ ○

トルフェンピラド ハチハチ乳剤(劇) ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

トルフェンピラド ハチハチフロアブル(劇) ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

40 マンジプロパミド レーバスフロアブル ○

40
M03

UN
ベンチアバリカルブイソ
プロピル・マンゼブ

カンパネラ水和剤 ○

40
M05

ベンチアバリカルブイソ
プロピル・ＴＰＮ

プロポーズ顆粒水和剤 ○ ○

50 ピリオフェノン プロパティフロアブル ○

有機銅 キノンドーフロアブル ○
薬害軽減剤として炭酸カ
ルシウム水和剤(クレフノ
ン)200倍を加用する。

ＤＢＥＤＣ サンヨール ○

アブラムシ類、ハダニ類
にも適用あり。高温時に
は薬害が出る恐れがあ
る。

M02 UN 硫黄 イオウフロアブル ○

ジマンダイセン水和剤 ○ ○ ○ ○ ○

ペンコゼブ水和剤 ○ ○ ○

M04
M01

キャプタン・有機銅 オキシラン水和剤 ○ ○

M04 キャプタン オーソサイド水和剤８０ ○ ○ ○

M05 ＴＰＮ ダコニール１０００ ○ ○
幼果期に薬害の恐れが
ある。

イミノクタジンアルベシル
酸塩

ベルクートフロアブル ○ ○ ○ ○

イミノクタジンアルベシル
酸塩

ベルクート水和剤 ○ ○ ○ ○

M07
11

イミノクタジンアルベシル
酸塩・ピリベンカルブ

ファンベル顆粒水和剤 ○ ○ ○ ○

M07
19

イミノクタジン酢酸塩・ポ
リオキシン

ポリベリン水和剤 ○ ○ ○

モレスタン水和剤 ○ 高温時の薬害に注意。

パルミノ ○

U06
3

シフルフェナミド・トリフル
ミゾール

パンチョＴＦ顆粒水和剤  ○

U13
9

 フルチアニル・メパニピ
リム

ショウチノスケフロアブル ○

U17 ピカルブトラゾクス ピシロックフロアブル ○ ○

UN

21A

マンゼブ

M07

UN

M10

M03

39

M01

キノキサリン系
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定植後・殺虫剤

5
脂肪酸グリセリド・スピノ
サド

ダブルシューターSE 〇 ○

キャプタンを含む農薬ま
たはアゾキシストロビンを
含む農薬との同時施用も
しくは近接散布は薬害を
生じるおそれがあるので
さける。

イミシアホス ネマキック液剤(劇) ○

ダイアジノン ダイアジノン粒剤５ ○
収穫14日前まで。ミツバ
チに対して影響あり

アクリナトリン アーデント水和剤 ○ ○

エトフェンプロックス トレボン粉剤ＤＬ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

エトフェンプロックス トレボン乳剤 ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

チアメトキサム アクタラ顆粒水溶剤 ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

イミダクロプリド アドマイヤー水和剤(劇) ○ ○

イミダクロプリド
アドマイヤーフロアブル
(劇) ○

ジノテフラン
スタークル粒剤
アルバリン粒剤 ○

ミツバチに対して影響あ
り

ジノテフラン
スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤 ○

ミツバチに対して影響あ
り

クロチアニジン ダントツ水溶剤 ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

ニテンピラム ベストガード水溶剤 ○ ○ ○

アセタミプリド
モスピラン顆粒水溶剤
(劇) ○ ○ ○ ○ ○

4C スルキサフロル
トランスフォームフロアブ
ル 〇 〇

スピノサド スピノエース顆粒水和剤 ○

スピノサド ダブルシューターSE ○ ○ ○ ○

スピネトラム ディアナSC ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

エマメクチン安息香酸塩 アファーム乳剤 ○ ○

ミルベメクチン コロマイト水和剤 ○

レピメクチン アニキ乳剤 ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

アバメクチン アグリメック(劇) ○ ○ ○

ピメトロジン チェス顆粒水和剤 ○

ピリフルキナゾン コルト顆粒水和剤 ○ ○

10B エトキサゾール バロックフロアブル ○

13 クロルフェナピル コテツフロアブル(劇) ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り

クロルフルアズロン アタブロン乳剤 ○ ○

フルフェノクスロン カスケード乳剤 ○ ○ ○ ○

ジフルベンズロン デミリン水和剤 ○

5

3A

9B

6

15

4A

ミツバチ及び野生ハナバ
チ類に対して影響あり
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20B アセキノシル カネマイトフロアブル ○

20D ビフェナゼート マイトコーネフロアブル ○

フェンピロキシメート ダニトロンフロアブル ○

ピリダベン サンマイトフロアブル(劇) ○ ○ ○

フェンピロキシメート ダニトロンフロアブル ○

39 トルフェンピラド ハチハチ乳剤(劇) ○ ○ ○
ミツバチ及びマルハナバ
チに対して影響あり

23 スピロテトラマト モベントフロアブル ○ ○ ○ ○
マルハナバチに対して影
響あり

シフルメトフェン ダニサラバフロアブル ○

シエノピラフェン スターマイトフロアブル ○

25B ピフルブミド ダニコングフロアブル ○

フルベンジアミド フェニックス顆粒水和剤 ○ ○ ○

クロラントラニリプロール プレバソンフロアブル５ ○ ○

テトラニリプロール ヨーバルフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバチに対して影響あ
り。

30 フルキサメタミド グレーシア乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21A
25B

フェンピロキシメート・ピ
フルブミド

ダブルフェースフロアブ
ル ○

33 アシノナピル ダニオーテフロアブル ○

34 フロメトキン
ファインセーブフロアブル
(劇) ○

34 フロメトキン アベンジャーフロアブル ○

UN ピリダリル プレオフロアブル ○ ○ ○ ○

5
脂肪酸グリセリド
スピノサド

ダブルシューターＳＥ
(普)(A) ○ ○ ○ ○

6 アバメクチン アグリメック ○ ○ ○

21A

28

25A


